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20, しかし、私たちの国籍は天にあります。そこから主イ

エス・キリストが救い主として来られるのを、私たちは待

ち望んでいます。

21, キリストは、万物をご自分に従わせることさえできる

御力によって、私たちの卑しいからだを、ご自分の栄光に

輝くからだと同じ姿に変えてくださいます。

            　　　　　　　　ピリピ３章２０～２１節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０２１年　１０月 １０日

礼拝奉仕者

説教 ：若村和仁師　　司会 ：本多崇兄　　奏楽 ：本多こずえ姉　献金 ：渡辺愛秀兄
受付 ：本多節子姉

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 愛 秀 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主はぶどうの木」

聖歌２５３番「 めぐみあふるる」

　創世記２４章１節～２７節

「 イサクの結婚準備」

聖歌４９６番「 主と主のことばに」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記２４章１節～２７節
1, アブラハムは年を重ねて、 老人になっていた。 主は、 あらゆる面でアブラハムを祝福しておられた。

2, アブラハムは、 自分の全財産を管理している、 家の最年長のしもべに、 こう言った。 「あなたの手を私のも

もの下に入れてくれ。

3, 私はあなたに、 天の神、 地の神である主にかけて誓わせる。 私はカナン人の間に住んではいるが、 あなた

は、 その娘たちの中から、 私の息子の妻を迎えてはならない。

4, あなたは、 私の国、 私の親族のところに行って、 私の息子イサクに妻を迎えなさい。」

5, しもべは彼に言った。 「もしかしたら、 その娘さんが、 私についてこの地に来ようとしないかもしれません。

その場合、 ご子息をあなたの出身地へ連れて戻らなければなりませんか。」

6, アブラハムは彼に言った。 「気をつけて、 息子をそこへ連れて戻ることのないようにしなさい。

7, 天の神、 主は、 私の父の家、 私の親族の地から私を連れ出し、 私に約束して、 『あなたの子孫にこの地を

与える』 と誓われた。 その方が、 あなたの前に御使いを遣わされるのだ。 あなたは、 そこから私の息子に妻

を迎えなさい。

8, もし、 その娘があなたについて来ようとしないなら、 あなたはこの、 私との誓いから解かれる。 ただ、 私

の息子をそこに連れて戻ることだけはしてはならない。」

9, それでしもべは、 主人であるアブラハムのももの下に自分の手を入れ、 このことについて彼に誓った。

10, しもべは主人のらくだの中から十頭を連れて出かけた。 主人のあらゆる良い品々をその手に携えていた。

彼は立って、 アラム ・ ナハライムのナホルの町へ行った。

11, 彼は夕暮れ時、 水を汲む女たちが出て来るころ、 町の外の井戸のそばにらくだを伏させた。

12, そうして言った。 「私の主人アブラハムの神、 主よ。 どうか今日、 私のために取り計らい、 私の主人アブ

ラハムに恵みを施してください。

13, ご覧ください。 私は泉のそばに立っています。 この町の人々の娘たちが、 水を汲みに出て来るでしょう。

14, 私が娘に、『どうか、あなたの水がめを傾けて、私に飲ませてください』 と言い、その娘が、『お飲みください。

あなたのらくだにも水を飲ませましょう』 と言ったなら、 その娘こそ、 あなたが、 あなたのしもべイサクのため

に定めておられた人です。 このことで、 あなたが私の主人に恵みを施されたことを、 私が知ることができます

ように。」

15, しもべがまだ言い終わらないうちに、 見よ、 リベカが水がめを肩に載せて出て来た。 リベカはミルカの子

ベトエルの娘で、 ミルカはアブラハムの兄弟ナホルの妻であった。

16, この娘は非常に美しく、 処女で、 男が触れたことがなかった。 彼女は泉に下りて行き、 水がめを満たして

上がって来た。

17, しもべは彼女の方に走って行って、 言った。 「どうか、 あなたの水がめから、 水を少し飲ませてください。」

18, すると彼女は、 「どうぞ、 お飲みください。 ご主人様」 と言って、 すばやくその手に水がめを取り降ろし、

彼に飲ませた。

19, 水を飲ませ終わると、 彼女は、 「あなたのらくだにも、 飲み終わるまで、 水を汲みましょう」 と言った。

20, 彼女は急いで水がめの水を水ぶねにあけ、 水を汲みに、 再び井戸まで走って行き、 すべてのらくだのた

めに水を汲んだ。

21, この人は、 主が自分の旅を成功させてくださったかどうかを知ろうと、 黙って彼女を見つめていた。

22, らくだが水を飲み終わったとき、 その人は、 重さ一ベカの金の飾り輪と、 彼女の腕のために、 重さ十シェ

ケルの二つの金の腕輪を取り、

23, 尋ねた。 「あなたは、 どなたの娘さんですか。 どうか私に言ってください。 あなたの父上の家には、 私ど

もが泊めていただける場所があるでしょうか。」

24, 彼女は答えた。 「私は、 ミルカがナホルに産んだ子ベトエルの娘です。」

25, また言った。 「藁も飼料も、 私たちのところには、 たくさんあります。 それに、 お泊まりになる場所も。」

26, その人は、 ひざまずき、 主を礼拝して、

27, こう言った。 「私の主人アブラハムの神、 主がほめたたえられますように。 主は、 私の主人に対する恵み

とまことをお捨てになりませんでした。 主は道中、 この私を導いてくださいました。 主人の兄弟の家にまで。」

「イサクの結婚準備」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
★ 2021 年 10 月 6 日御言葉

伝道者の書　4章 13 節

貧しくても知恵のある若者は、忠告を受け入れなくなった年老いた愚か

な王にまさる。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●私たちは自分の貧しさばかりに目を向けると、お金持ちな人と比べ「劣

等感や、妬み」が湧いてきてしまいがちではないでしょうか？しかし、

今朝の御言葉は、貧しくても、「知恵」のある若者は・・・。と書かれて

います。「知恵」と言われるとそんな知恵はないです・・・。と思われる

方も多いかと思います。しかし、知恵という言葉は、この漢字から意味

を汲み取ると「恵を知る」とも言えるのではないでしょうか。実際この

聖書が語る知恵は、神様から与えられる知恵です。ですから、神様から

与えられている「恵」を「たくさん知る」事が知恵となるのです。聖書

が語る「知恵」は、神様から与えられるものなのです。ですから、たと

え金銀はなくても、神様から与えられている日々の「恵」を「知り」素

直に心に受け入れる者であれば、まだあまり地位や名誉もない「若者」

であっても、考えが凝り固まり、自分こそえらいと高慢になっている年

老いた王よりもまさるという意味で書かれています。

私たちにとって本当の豊かな人生とはどんな人生でしょうか？

神様から与えられる「恵みを知る者」なのです。

今日も一人一人神様に命与えられ生かされていると言うところに感謝し

て目を向けていけば、たくさんの恵みに気づけるのかもしれません。日々

その恵みを味わい知るものでありたいです。

では今日も一日守られるようお祈りしています。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 10 月 6 日（水 )

 10 月 3 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　3 人　　　　　　　　　　　　　3人

礼　　　　　拝    3+0 人    5+2 人  10+3 人　23（18+5）人

　　　　　　　（※上記 「礼拝堂 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会               １人　　3人　　　  4 人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（10月 17 日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　

聖　　書 ： 創世記２４章２８節～６７節　

説　　教 ： 「主の導きに従い与えられた出会い」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 今月の賛美 「主はぶどうの木」

　　　　　　　　聖歌２４４、 聖歌４７８、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多祐子姉　献金感謝祈祷 ： 本多志依姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
10月17日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

祈　 り 　会　　　　　　                   10:30 ～ 12:00　　10月13日(水）

☆自家焙煎珈琲タイム

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の対策を継続いたし ます。
1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。
2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。
3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。
4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。
　　お時間のある方ご自由にお交わり下さい。

● 10 月以降の平日集会予定 
★ 10 月のこひつじタイム、 は再開予定です。
　　赤毛のアンは１０月２６日 （火） より再開いたします。

・ １０月１２日～１５日 （火～金） あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

-7-



頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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